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が
な
い
。
更
新
投
資
の
必
要
金
額
は
、
公
共
施
設
や
イ

ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
量
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
の
量
は
、

今
ま
で
の
公
共
投
資
の
量
の
蓄
積
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

史
上
最
大
の
ス
ト
ッ
ク
を
抱
え
る
現
在
は
更
新
投
資
の

必
要
金
額
も
最
大
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
予
算
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

公
共
投
資
を
十
分
に
行
っ
た
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
、

近
年
、
予
算
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
筆
者

は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
内
閣
府
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
委
員
会

で
試
算
を
発
表
し
た
。
今
後
五
〇
年
間
の
日
本
全
体
の

更
新
投
資
金
額
が
三
〜
四
割
不
足
す
る
と
い
う
結
果
だ

っ
た
。
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り

税
収
が
落
ち
込
み
、
社
会
保
障
や
医
療
な
ど
の
扶
助
費

が
増
加
す
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
公
共
投
資
を
継
続
的
に

三
〜
四
割
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。

　

こ
れ
だ
け
の
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

着
手
し
な
い
の
か
。
筆
者
は
各
地
で
講
演
や
研
究
会
に

参
加
す
る
中
で
多
く
の
否
定
的
な
意
見
に
出
会
っ
た
。

　
「
国
が
地
方
に
公
共
投
資
を
さ
せ
た
の
だ
か
ら
国
の

責
任
だ
」「
自
分
た
ち
が
率
先
し
て
取
り
組
む
よ
り
、
国

が
動
く
の
を
待
っ
て
い
れ
ば
良
い
」
と
い
う
国
家
責
任

転
嫁
型
、「
市
民
が
望
む
か
ら
投
資
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
」「
施
設
を
統
廃
合
す
る
と
い
う
と
選
挙
で
落
選

す
る
」
と
い
う
市
民
責
任
転
嫁
型
、「
お
っ
し
ゃ
る
こ
と

は
ご
も
っ
と
も
だ
が
、
○
○
は
別
だ
」
と
い
う
聖
域
主

で
平
均
的
水
準
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

二
〇
年
近
く
の
間
に
毎
年
確
実
に
負
債
が
増
え
て
い
る
。

理
由
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
対
策
で
あ
り
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
後
の
復
興
対
策
で
あ
る
。
今
年
、
長

引
く
景
気
低
迷
の
中
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受
け

た
日
本
の
負
債
の
比
率
は
確
実
に
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　

財
政
拡
大
論
者
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
財
政
状
態
で

も
国
債
金
利
が
低
い
こ
と
か
ら
不
安
は
な
い
と
主
張
す

る
人
も
い
る
が
、
日
本
国
債
を
支
え
続
け
て
い
る
国
内

投
資
家
の
姿
勢
が
多
少
で
も
変
化
し
た
と
た
ん
に
こ
の

状
態
は
崩
壊
す
る
。
そ
の
臨
界
点
が
い
つ
到
来
す
る
か

は
分
か
ら
な
い
綱
渡
り
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
危
機
、老
朽
化

張
型
な
ど
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
客
観
的
な
数
字
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が

最
大
の
原
因
だ
と
考
え
て
、
数
字
の
把
握
を
は
じ
め
た
。

東
洋
大
学
で
は
、
自
治
体
ご
と
に
五
〇
年
先
ま
で
の
年

次
別
・
種
類
別
の
更
新
投
資
金
額
を
計
算
で
き
る
ソ
フ

ト
を
開
発
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
由
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
筆
者
の
知
る
限
り
、

す
べ
て
の
自
治
体
で
大
幅
な
予
算
不
足
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
れ
ば
、
議
員
も
住
民
も
イ

ン
フ
ラ
更
新
問
題
を
真
剣
に
考
え
は
じ
め
る
は
ず
だ
。

　

そ
こ
で
、
計
画
を
立
て
て
老
朽
化
施
設
を
更
新
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
公
立
病
院
、
中
央
図
書
館
、
文
化
ホ

ー
ル
な
ど
自
治
体
全
域
に
便
益
を
及
ぼ
す
施
設
は
近
隣

自
治
体
で
持
ち
合
う
。
同
じ
よ
う
な
施
設
を
自
分
の
市

に
も
ほ
し
い
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う
な
施

設
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
発
想
に
変
え
る
。
ワ
ン

セ
ッ
ト
主
義
を
捨
て
る
の
だ
。

　

ま
た
、
学
校
、
児
童
館
、
保
育
所
、
公
民
館
な
ど
地

域
単
位
に
必
要
な
施
設
は
、
学
校
建
て
替
え
を
機
に
、

す
べ
て
の
機
能
が
利
用
で
き
る
多
機
能
施
設
に
変
え
て

い
く
。
会
議
室
や
廊
下
な
ど
の
共
用
施
設
を
減
ら
す
だ

け
で
も
二
割
以
上
削
減
可
能
と
の
試
算
も
あ
る
。

　

集
会
所
、
公
営
住
宅
な
ど
受
益
者
の
範
囲
が
狭
い
施

認
識
と
知
恵
で
解
決
へ

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
危
機
に
拍
車
を
か
け
る
要
素
が

あ
る
。
社
会
資
本
の
老
朽
化
だ
。
学
校
、
病
院
、
市
民

ホ
ー
ル
、
公
民
館
、
図
書
館
、
保
育
所
、
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
公
共
施
設
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
上
水
道
、
下

水
道
、
ゴ
ミ
処
理
場
、
火
葬
場
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
一

斉
に
老
朽
化
し
て
い
る
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
後
か
ら
、
高
度
成
長
期
、
バ

ブ
ル
経
済
期
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
対
策
期
を
通
じ

て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
し
て
き
た
社
会
資
本
は
、
民
間

企
業
で
言
え
ば
工
場
や
事
務
所
に
相
当
す
る
固
定
資
産

だ
。
い
ず
れ
は
老
朽
化
し
使
え
な
く
な
る
。
学
校
、
庁

舎
な
ど
の
建
築
物
は
倒
壊
す
る
。
橋
は
落
ち
る
。
上
水

道
管
は
破
裂
し
て
、
国
民
の
生
命
や
財
産
を
脅
か
す
。

使
い
続
け
る
た
め
に
は
更
新
投
資
が
必
要
だ
が
、
財
源

設
は
、
民
間
に
も
十
分
な
ス
ト
ッ
ク
の
あ
る
分
野
な
の

で
、
自
治
体
が
資
産
を
保
有
す
る
こ
と
を
や
め
、
必
要

な
も
の
は
家
賃
補
助
に
よ
り
同
じ
政
策
効
果
を
維
持
す

る
よ
う
に
す
る
。

　

公
共
施
設
の
よ
う
に
多
機
能
化
が
難
し
い
道
路
、
橋
、

上
下
水
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
イ
ン
フ
ラ
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
複
に
注
目
し
、
現
在
重
複
し
て
い
る
部
分

を
更
新
の
際
に
「
間
引
き
」
す
れ
ば
負
担
は
減
る
。

　

以
上
の
対
策
に
よ
っ
て
生
じ
る
余
剰
土
地
や
建
物
を

民
間
に
有
料
で
貸
し
出
す
こ
と
で
賃
貸
収
入
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
に
は
、
建
設
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

不
動
産
、
金
融
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

フ
ル
に
使
え
る
。
従
来
官
が
行
っ
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
企
画
、
運
営
、
資
金
調
達
な
ど
一
部
を
民
間
企
業

が
分
担
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
以
外
に
道
は
な
い
。
建

設
業
界
も
変
化
が
必
要
だ
。
行
政
の
判
断
を
待
っ
て
追

随
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
問
題
へ
の
処
方
箋
を

提
案
し
事
業
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

筆
者
の
試
算
で
は
上
手
に
使
え
ば
十
分
対
処
で
き
る

が
、
怠
れ
ば
イ
ン
フ
ラ
崩
壊
か
財
政
破
綻
を
招
く
だ
ろ

う
。
孫
の
世
代
に
胸
を
張
れ
る
日
本
を
残
す
た
め
に
は
、

「
今
」
が
肝
心
な
の
で
あ
る
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
躍
に
期
待

　

ギ
リ
シ
ャ
に
続
い
て
イ
タ
リ
ア
の
財
政
危
機
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
財
政
破
綻
す
れ
ば
、
統

合
Ｅ
Ｕ
を
支
え
て
い
る
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
財
政
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
波
が
米
国
や
日
本
を
含
む

世
界
的
な
経
済
危
機
に
発
展
す
る
の
は
必
定
だ
。

　

驚
く
な
か
れ
、
数
字
的
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
タ
リ

ア
以
上
に
日
本
の
財
政
の
方
が
悪
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
発

表
し
て
い
る
各
国
の
中
央
政
府
・
地
方
政
府
の
残
高
の

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
、
財
政
危
機
の
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ

リ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
一
三
〇
％
台
で
あ
る
の
に
加
え
て
、

我
が
国
は
二
〇
〇
％
と
加
盟
国
の
中
で
は
群
を
抜
い
て

劣
悪
だ
。
バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
の
九
三
年
に
は
七
〇
％
台

世
界
経
済
を
覆
う
財
政
危
機
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